
令和２年１０月１２日

九州地方整備局

筑後川ダム統合管理事務所

令和２年７月豪雨の概要と
松原ダム・下筌ダムの防災操作について

【筑後川水系＿松原・下筌ダム】

※本資料の数値等は、速報値及び暫定値ですので、今後の調査・精査で変わる可能性があります

1



■気象・降雨の概要

○７月５日（日）１７：００から８日（水）５：００にかけて、梅雨前線の活発な活動により九州北部の広範囲に強い
雨域がかかり、多くの雨量観測所で観測史上最多の日雨量を観測する記録的な大雨となりました。
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※本資料の数値は速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

天気図（7月7日 3時頃 気象庁ＨＰより）

7/5 17:00～7/8 05:00累積レーダ雨量
（統一河川情報システムより作成した図を加工し、氾濫危険水位を超過した水系を黒色標記）

筑後川

大分川

下筌雨量観測所（国）
812mm(7/5 17:00～7/8 05:00)

由布院雨量観測所（国）
457mm(7/5 17:00～7/8 05:00)

遠賀川

英彦山雨量観測所（国）
376mm(7/5 17:00～7/8 05:00)
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■気象・降雨の概要

※気象台公表資料
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■気象・降雨の概要

○レーダー雨量 ＜気象台公表資料＞
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■気象・降雨の概要

○レーダー雨量 ＜気象台公表資料＞
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■気象・降雨の概要（松原ダム・下筌ダム周辺）

1

※本資料の数値は速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

下筌雨量観測所
８１２mm 

下筌ダム

松原ダム

松原雨量観測所
６６９mm 

小国雨量観測所
６１６mm

鯛生雨量観測所
９３６mm 

栃野雨量観測所
８９２mm 

●

●

● ●

●

黒川雨量観測所
５１２mm

●

●

万成雨量観測所
５４８mm

●
黄川雨量観測所

５６３mm

●

雉谷雨量観測所
７１５mm 

●

●
中原雨量観測所

５３９mm ●
星和雨量観測所

５４５mm

○７月５日（日）１７：００から８日（水）５：００にかけて、梅雨前線の活発な活動により九州北部の広
範囲に強い雨域がかかり、 多くの雨量観測所で観測史上最多の日雨量を観測する記録的な大雨と
なりました。

杖立雨量観測所
６９９mm

6



■気象・降雨の概要（松原ダム・下筌ダム周辺）

1

※本資料の数値は速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

下筌雨量観測所
107mm(7/7_6:00)

下筌ダム

松原ダム

松原雨量観測所
58mm(7/7_23:00)

鯛生雨量観測所
80m (7/7_23:00）

栃野雨量観測所
103mm (7/7_6:00)

●

●

● ●

●

黒川雨量観測所
57mm_7/8_00:00

●

●

万成雨量観測所
79mm(7/7_4:00)

●
黄川雨量観測所
69mm_7/8_00:00

●

雉谷雨量観測所
88mm(7/7_4:00)

●

●
中原雨量観測所
84mm(7/7_4:00) ●

星和雨量観測所
69mm_7/8_00:00

○７月５日（日）１７：００から８日（水）５：００にかけての、１時間最大雨量は、下筌ダムの下筌雨量

観測所で１０７mm、中津江村の栃野雨量観測所で１０３mmの雨量を観測しました。

杖立雨量観測所
95mm(7/7_6:00)

小国雨量観測所
61mm(7/7_22:00)
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■水位の状況＜小渕水位観測所：大分県日田市＞

(mm/h)(m)

※本資料の数値は速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。
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■水位の状況（小渕水位観測所：大分県日田市）

※本資料の数値は速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

○ 梅雨前線の影響により筑後川水系筑後川小渕水位観測所において、これまで観測史上最高水位を記録
したH30.7出水を大きく超える5.39mを記録しました。

筑後川（小渕水位観測所の年最高水位比較図）

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊
＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊：水文観測データ統計処理要領より統計データでは欠測であるが、比較が可能なようにデータを補填 9



九 州 地 方 整 備 局
Kyushu Regional Development Bureau

筑 後 川 河 川 事 務 所

■位置図

○令和２年７月豪雨により、日田市域の筑後川等の沿川において、外水氾濫による浸水被害が発生。

■浸水状況写真（筑後川右岸７２ｋ０００付近）

■令和２年７月豪雨による浸水状況（外水氾濫：日田市）

① ②

← 花月川

①

②

■浸水状況図

■浸水被害状況（外水）

浸水面積52.7ha
浸水戸数117戸
（床上浸水102戸、床下浸水15戸）

※本資料の数値は速報値及び暫定値で
あるため、今後の調査で変わる可能性
があります。

■：浸水範囲
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■令和2年7月豪雨 大分県日田市内出水状況写真

令和２年７月７日_６時４４分撮影 <隈水位観測所 6時40分_1.64m>
(隈水位観測所のピーク水位 8時10分_1.99m）

+35cm
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三隈川（筑後川）

写真：日田市民より提供



■令和2年7月豪雨 大分県日田市内出水状況写真
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令和2年7月7日8時10分 隈水位観測所ピーク時(水位1.99m)写真

隈
水
位
観
測
所

国土交通省 筑後川河川事務所 日田出張所 屋上カメラ
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■令和2年7月豪雨 大分県日田市の出水状況（7月8日18時頃）



■下筌ダム洪水調節＋大量の流木を捕捉

九州地方整備局 防災ヘリ「はるかぜ号」 令和２年７月８日１８時頃撮影

14

下筌ダム 令和2年7月8日18時貯水位：332.32m <ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位(336.00m) -3.68m> 
※今回最高貯水位：7/8 00:20 335.51m <ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位(336.00m) -0.49m>                            



■松原ダムで洪水調節＋大量の流木を捕捉

九州地方整備局 防災ヘリ「はるかぜ号」 令和２年７月８日１８時頃撮影
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松原ダム 令和2年7月8日18時貯水位：246.43m <ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位(273.00m) -26.57m> 
※今回最高貯水位：7/8 04:20 261.89m <ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位(273.00m) -11.11m>                            

）



■令和2年7月豪雨 土砂崩れにより 下筌ダム管理支所が孤立
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下筌ダム管理支所

○下筌ダムでは、7月5日17時から8日5時までで連続雨量８１２mm、１時間最大雨量１０７mmの猛烈な雨を観測
しました。

○この事で、多くの箇所で土砂崩れと通行止めが発生し、下筌ダム管理所は、「孤立」し、停電、電話・携
帯電話不通、ケーブルテレビ受信不能となる事態が発生しましたが、懸命に、下筌ダムの防災操作、異常洪
水時防災操作を行いました。

被災後

被災前



■令和2年7月豪雨 土砂崩れ（日田市中津江村）
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■令和2年7月豪雨 下筌ダム 洪水時防災操作状況

○放流する前に、ダム・ゲート・電源・通信設備等の点検、ダム下流の巡視
を行った後、防災操作を行っています。
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洪水時防災操作中

ｺﾝｼﾞｯﾄｹﾞｰﾄ
放流前点検



クレストゲート（非常用洪水吐き）

コンジットゲート（常用洪水吐き）

○下筌ダムでは、昭和48年4月ダム運用開始以来、初めて、異常洪水時防災
操作を行い、クレストゲートから放流しました。

令和2年7月8日 1時50分 830m3/s放流中 写真

令和2年7月8日 0時30分
1,340m3/s放流中 写真

＜最大放流＞

■令和2年7月豪雨 下筌ダム防災操作（クレストゲート放流）

19通常時写真



■令和2年7月豪雨 松原ダム防災操作状況

○放流する前に、ダム・ゲート・電源・通信設備等の点検、ダム下流の巡視を
行った後、防災操作を行っています。
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防災操作中 放流時巡視

放流時巡視(警報確認)放流設備放流前点検
ｺﾝｼﾞｯﾄｹﾞｰﾄ
放流前点検

ｸﾚｽﾄｹﾞｰﾄ
放流前点検

放流警報設備操作中



■令和2年7月豪雨 松原ダム洪水調節状況

○松原ダムでは、昭和48年4月ダム運用開始以来、初めて、計画最大放流量
１，１００m3/sを放流する防災操作を行いました。

コンジットゲート（常用洪水吐き）

クレストゲート（非常用洪水吐き）

通常時写真

令和2年7月8日 5時50分
1,095m3/s放流中 写真

令和2年7月8日 0時20分
1,100m3/s放流中 写真
＜最大放流＞
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３．治水事業の効果 松原・下筌ダム

349m3/s

2,064m3/s

922m3/s

○梅雨前線に伴う豪雨により、ダム上流域において、628.1mm（7月6日5時～8日8時）の累加雨量を観測しました。
○松原ダムは、６日18時12分、下筌ダムは、6日16時06分に防災操作を開始し、7月6日から7月7日、及び7月7日から7月

8日の2回、ダムに洪水を貯留し、下流の洪水被害を軽減しました。 （※また両ダムにおいて貯水位を約１ｍ下げる事前放流を実施しました）

○松原・下筌ダムが整備されていなければ、 7日8時頃にダム下流の小渕地点で水位が約０．８９m上昇し、計画高水位
を超過していたと推定されます。

筑後川水系 松原・下筌ダムの防災操作により、筑後川の浸水被害を低減（ 7月6日から7月7日）
ちくご まつばら・しもうけ ちくご

【下筌ダム】
7/7 15時頃

252.45m

約16mダムに貯めました

331.77m

約42mダムに貯めました

松原ダムへの流入量、放流量（7月6日～7月7日）

最大放流量944m3/s
(7月7日07:00時点)

最大流入量1,817m3/s
(7月7日06:30時点)

松原ダム・下筌ダム
への合計最大流入量

3,516m3/s
※7/7_6:20

洪水操作前水位 236.75m

洪水操作前水位 290.24m

約0.89m

水位低減
※本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります

松原・下筌ダムで約54,744千m3の水を貯め込んだ。
これは福岡Pay Payドームの約３１杯分です。
（7月6日16時から７月7日11時までの松原・下筌ダムの合計）

約21m

満水位273m

満水位336m

約4m

梅雨期制限水位 238m

梅雨期制限水位 292m

22

推定水位 6.28m

最高水位 5.39mm

7月7日 15:10

7月7日 8:30



３．治水事業の効果 松原・下筌ダム

1,554m3/s

1,147m3/s

2,072m3/s

1,067m3/s

○梅雨前線に伴う豪雨により、ダム上流域において、628.1mm（7月6日5時～8日8時）の累加雨量を観測しました。
○松原ダムは、６日18時12分、下筌ダムは、6日16時06分に防災操作を開始し、7月6日から7月7日、及び7月7日から7月

8日の2回、ダムに洪水を貯留し、下流の洪水被害を軽減しました。
○松原・下筌ダムが整備されていなければ、8日2時頃にダム下流の小渕地点で水位が約１．０４m上昇し、計画高水位を

超過していたと推定されます。

筑後川水系 松原・下筌ダムの防災操作により、筑後川の浸水被害を低減（ 7月7日から7月8日）
ちくご まつばら・しもうけ ちくご

【松原ダム】
7/7 8時頃

261.89m

約18mダムに貯めました

335.51m

最大放流量1,102m3/s
(7月8日00:00時点)

最大流入量2,977m3/s
(7月8日00:20時点)

洪水操作前水位 331.70m

約4mダムに貯めました

洪水操作前水位 243.48m

松原ダム・下筌ダム
への合計最大流入量

3,565m3/s
※7/7_23:50

松原ダムへの流入量、放流量（7月7日～7月8日）

約1.０４m

水位低減

6.25m

5.21m

※本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります

松原・下筌ダムで約27,099千m3の水を貯め込んだ。
これは福岡Pay Payドームの約15杯分です。
（7月7日22時から７月8日04時までの松原・下筌ダムの合計）

満水位336m

約0.5m

満水位273m

約11m

梅雨期制限水位 238m

梅雨期制限水位 292m
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7月8日 0:20

7月8日 4:20



九 州 地 方 整 備 局
Kyushu Regional Development Bureau

筑 後 川 河 川 事 務 所

約２５ｍダムに貯留

約４５ｍダムに貯留

洪水操作前水位 236.75m

洪水操作前水位 290.24m

1,102m3/s

261.83m
335.39m

1,252m3/s

261.83m

○令和2年7月豪雨では、松原・下筌ダムで約8,200万m3の洪水を貯留しました。

松原・下筌ダムで合計約8200万m3の洪水を貯留
※令和2年7月6日16時～8日4時までの合計

■松原ダム・下筌ダムの操作状況

【松原ダム】

【下筌ダム】

約4,700万m3貯留

約3,500万m3貯留

(m)
340

(m)

330

320

310

300

290

286
(m)

276

266

256

246

236

貯
水
位

貯
水
位

(m3/s)

(m3/s)

全
流
入
量
／
全
放
流
量

2500

1500

1000

500

0

全
流
入
量
／
全
放
流
量

5000

4000

3000

2000

1000

2000

024:00 24:00 12:0012:00

24:00 24:00 12:0012:00

07/06 07/07 07/08

松原ダム

下筌ダム

R2.7.8 18時頃
最高水位-15.5m

R2.7.8 18時頃
最高水位-3.2m

洪水調節容量の約98％まで貯留
（空き容量から算出）
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令和2年7月豪雨 松原・下筌ダムが下流の浸水被害を軽減

洪水調節容量の約60％まで貯留

（空き容量から算出）

洪水操作時最高貯水位 335.51m

洪水操作時最高貯水位
261.89m



九 州 地 方 整 備 局
Kyushu Regional Development Bureau

筑 後 川 河 川 事 務 所

➢ 日田市の小渕水位観測所において、ピーク水位を0.89m低減させました。
➢ 氾濫危険水位に到達する時間を9時間30分遅らせました。

25

令和2年7月豪雨 ダムの効果 小渕観測所（水位到達時刻と水位低減）

小渕水位観測所（筑後川）- 鯛生雨量観測所

水防団待機水位 2.20m

氾濫注意水位 3.00m

避難判断水位 4.00m

氾濫危険水位 4.50m

計画高水位 5.55m

0
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7/5  12:00 7/6  0:00 7/6  12:00 7/7  0:00 7/7  12:00 7/8  0:00 7/8  12:00 7/9  0:00 7/9  12:00

雨

量

(mm)

水

位

(m)

鯛生雨量観測所

小渕水位観測所（実績水位）

小渕水位観測所（ダムなし）

7月6日 7月7日 7月8日

12時 0時 12時 0時 12時 0時 12時 0時

7月5日

12時

7月9日

9時間30分遅延 0.89m水位低減

氾濫危険水位に到達

6.28m

5.39m

6.25m

5.21m

1.04m水位低減



■令和2年7月豪雨 松原・下筌ダムの治水効果

松原ダム

※数値は速報値

千丈水位観測所
約３．５４m低減

松原ダムから約１２km下流

観測水位６．４７m

小平水位観測所
約３．５６m低減

観測水位５．３９m

松原ダムから約９km下流

小五馬水位観測所
約３．３７m低減

観測水位５．８２m

松原ダムから約５km下流

下筌ダム

7月8日 11時30分頃撮影
（小平水位：5.11m）

日田市大山小学校・中学校

小平水位観測所

26

○松原ダムの下流、大山川（筑後川）では、約３ｍの水位低減を図ることが出来たと
推定されます。



■令和2年7月豪雨 大分県日田市内出水状況写真

27

令和2年7月7日7時00分 日田市大山出水状況写真（小五馬水位観測所 水位5.82m）
［令和2年7月8日1時20分 小五馬水位観測所 最高水位5.92m］

小五馬水位観測所で

約３．３７ｍ水位低減
国土交通省 筑後川河川事務所 小五馬_監視カメラ

小五馬橋



九 州 地 方 整 備 局
Kyushu Regional Development Bureau

筑 後 川 河 川 事 務 所

・福岡県久留米市の瀬ノ下水位観測所において、氾濫危険水位の超過時間8時間30分を解消した。
・ダムが無かったら、久留米市内の排水機場等でポンプが運転停止（約7時間）の事態となった。
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令和2年7月豪雨 ダムの効果 瀬ノ下水位観測所（水位超過時間）

瀬ノ下水位観測所（筑後川）- 久留米雨量観測所

水防団待機水位 3.50m

氾濫注意水位 5.00m

避難判断水位 6.80m

氾濫危険水位 7.10m

計画高水位 8.78m
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5時間 3時間30分

氾濫危険水位を超過した時間（ダム無し）
計 8時間30分

氾濫危険水位を超過した時間（実績）
0時間

解消



■令和2年7月豪雨 松原ダム・下筌ダムで大量の流木を捕捉
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○松原ダムと下筌ダムの上流では、大量の雨（鯛生雨量観測所：総雨量936mm、下筌雨
量観測所：時間最大雨量107mm）により、各地で山腹崩壊に伴う大量の流木が発生。
両ダムにおいて、近10ヶ年で最大規模の流木を捕捉しました。

○この結果、ダム下流にある橋梁での洪水流下阻害や橋梁流出等の被害防止に寄与した
と考えられます。

下筌ダムに堆積した流木
松原ダムに堆積した流木



■令和2年7月豪雨 杖立温泉 氾濫状況
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熊本県小国町に設置している杖立水位観測所において、氾濫危険水位（6.00m）を
3.92m上回る、9.92m（7月8日00時00分）を観測しました。（観測史上最大）
※洪水痕跡から見ると、昭和28年、昭和57年出水に次ぐ3番目の大出水となりました。

杖立水位観測所カメラ画像

令和2年7月7日6時20分（水位8.77m）

杖立水位観測所カメラ画像

（平常時）

昭和28年洪水痕跡水位

昭和57年洪水痕跡水位

令和 2年洪水痕跡水位

平成 2年洪水痕跡水位

令和2年7月8日00時00分(最高水位9.92m)



■令和2年7月豪雨 杖立温泉上流で大規模な土砂崩れが発生
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杖立温泉



■令和2年7月豪雨 杖立温泉 大量の土砂が河道内に堆積
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杖立川(筑後川)→



・内閣府において「避難勧告等に関す
るガイドライン」が改訂され警戒レベル
と避難発令が見直し

・「水害・土砂災害に関する防災用語改
善検討会」（水管理・国土保全局）にお
いて、緊急時に強く行動を呼びかける
際の用語はワンフレーズでその意味が
受け手に適切に理解されるものが望ま
しいとされた

令和３年の出水期から、ダムからの放
流通知、情報提供について見直し

【例】

【情報提供】ダム放流による通知、情報提供の見直し 筑後川・矢部川大規模氾濫に関する減災対策協議会
筑後川ダム統合管理事務所 情報提供

「緊急放流」

「異常洪水時防災操作」に移行する可能
性がある時、及び、実施する場合、異常洪
水時防災操作を「緊急放流」と表現するこ
ととなり、関係機関への通知･情報提供、
関係自治体へのホットライン、報道発表･
記者会見などの場面で使用することとなり
ました。
なお、異常洪水時防災操作という用語は、ダム操作
に必要な用語として引き続き使用されます。
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